
1. はじめに
　2008年7月29日文部科学省によって策

定された「留学生30万人計画」では、日本

が世界に対してより開かれた国へと発展する

「グローバル戦略」の一環として、2020年を

目途に日本国内の外国人留学生受入れ30万

人を目指している。また、高度人材受入れと

も連携させながら、国・地域・分野などに留

意しつつ、優秀な留学生を戦略的に獲得し

ていこうとしている。日本学生支援機構の調

査の結果では、留学生数は1998年度以降、

2006年度と2011年度での減少を除き、依

然として増加傾向にある1）。しかし、留学生

からの就職目的の申請件数は2009年度から

2年連続減少となり、2006年度が2011年度

とほぼ同じ水準である2）。留学生受入れが拡

大している一方、卒業・修了後の社会の受入

れが順調に進んでいるとは言えない。

　また、日本学生支援機構の外国人留学生

進路状況調査によると、学位取得者のうちの

日本国内で就職する率は2008年度において

25.3％、2009年度は17.8％である3）。しかし、

2009年度私費外国人留学生生活実態調査

「卒業後の進路希望」において、私費留学生

のうち56.9％が「日本において就職する」を

希望している4）。さらに、日本での就職を希

望する留学生の希望職種と実績もかなり異な

日本における留学生就労の難しさが、優秀な人材の
定着を阻害しているという、留学生ならではの捉え
方と具体的な解決策が評価されました。
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ができました。新しい課題を多く抱える内閣府にひかれて入

府し、現在は沖縄政策関連の仕事をしています。大変ハード

ですが、楽しく仕事をしています。論文コンテストに応募し、

国家公務員を目指して良かったと思っています。

─ コンテストへの応募を考えている大学生にメッセージを
勉強でも読書でも、目標があると身の入り方が違うもの

です。自分を高めるために目標を持つことは、とても良いこ

─ 張さんは受賞された小論文の題材に、日本における外国
人留学生の就職を選ばれていましたが、応募されたいき
さつを教えてください
私は北京の中国人民大学を卒業後、2012年 4月に東大

の大学院に入りました。周りには日本企業への就職を希望す

る留学生が多くいましたが、留学生が日本で就職活動を行う

にはあまりにも情報量が少ない状態でした。私は人材系のベ

ンチャー企業でアルバイトをして、留学生向けの就職セミナー

の準備に関わったり、留学生のメーリングリストを作って就

職情報を配信するといった活動を行っていました。本コンテ

ストのことは大学の図書館でチラシを見て知り、同じ研究科

の1学年上の留学生の先輩にこのコンテストで賞をとった人
がいて、「私も応募してみようかな」と思ったのが直接のきっ

かけです。留学生の就職について感じていた問題意識や自分

なりの提案を、論文にまとめました。

─ 論文が入賞したことで、何か生活や心境などに変化はあ
りましたか
何より、賞をいただいて自分に自信が付きました。「これ

まで自分がしてきたことには価値があるんだ」と思えて、いろ

いろなことがポジティブに循環するようになっていきました。

生活面では、論文を応募したすぐ後の2012年9月から、アル

バイトをしていた人材系のベンチャー企業でインターンとして

働き始めました。留学生向けセミナーの講師など、さまざま

な業務を経験して、1年半勤めました。自分の実際の就職活
動では、初めのうちは失敗を重ねましたが、次第に自分の課

題が見えてくるようになりました。論文を書いたことによって

考えを整理でき、それをベースに行動できるようになったと

思います。最終的には希望していた IT企業に内定をいただき、
就職することができました。

─ 現在はどのようなお仕事をされているのですか
マーケティング本部で、主にユーザーの意見を吸い上げ

て分析する、マーケティングリサーチの業務を担当していま

す。また、新卒の社員で構成された組織改善という社内チー

ムに入っていて、リーダーを務めています。今は仕事に集中

し、前を向いて進んでいます。自分自身が満足できる人生

を歩み、自己実現できるように、頑張っていきたいと思って

います。

─ 応募を考えている留学生にメッセージをお願いします
私はこのコンテストに応募して、日本の社会では日本人だ

ろうと外国人だろうと関係なく、自分の努力次第で何かを変

えていく可能性があるということを実感しました。ぜひ自分

の考えを論文にまとめて、コンテストに応募してください。

とだと思います。また、社会人になると、自分が何かを発信

していくときには、その考えの根拠や具体的な内容までしっ

かり述べることが求められます。論文という1つの形にまと
める作業は自分の考えを整理する訓練になり、必ず今後の自

分のために役立つと思いますので、ぜひ皆さんには本コンテ

ストへの応募に挑戦して欲しいと思います。
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NRI学生小論文コンテスト
受賞OB・OGインタビュー

2006年に始まり、今回で第９回目となった「NRI学生小論文コンテスト」では、
これまでたくさんの受賞者を生み出してきました。当時、大学生や高校生だった皆さんは、
今や社会人や大学生となり、さらにアクティブに自分の道を進んでおられます。
2015年度のコンテストは、開始以来10年目の節目を迎えます。
そこで受賞されたOB・OGの方に、コンテスト応募当時のことを振り返っていただき、
応募理由や受賞後の進路などについて伺いました。

はじめに

　我々の世代が将来の日本に残せる物は何

か、10年、20年先の未来で問題となってい

る事は何かという事を考えていく中で、重要

なキーワードとして挙がるのが少子化問題で

ある。平成元年の「1.57ショック」以降、少

子化という問題が大きく浮上し、様々な対策

が考慮されてきたが、大きく効果を発揮した

物は無く、今尚出生率は漸減を続けている1）。

今後はますます問題意識が上がり、対策も議

論されていく事と思われるが、仮に有効な対

策が為されたとしても、効果が出てくるのは

出生率が回復した後の世代が成長してから

なので、遠い先の話である。当面は少子化

を受け入れ、少子化とうまく付き合っていく

社会づくりが必要となるだろう。

　少子化社会では子供は貴重な存在であり、

子供を産み育てる母親と併せて社会全体が

サポートしていく事が求められる。しかし、

医療の世界に目を向けると、「小児科」「産

婦人科・産科」を有する医療機関は17年連

続で減少しており、各地で小児科産科の不

足が問題となっている2）。出産に携わる産科

や子供の医療を担当する小児科といった科

は、少子化社会では、今まで以上に充実し

ていなければならない筈であるのに、こうし

た現状のまま、更なる少子化が進む未来世

医学生の立場から、出産にまつわる日本人の慣習、
医療制度などへの疑問を提示。少子化や子育てへ
の現実的な提案が審査委員の共感を得ました。
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─ どういう動機からコンテストに応募されたのですか
当時は医学部5年生で、病院実習が始まり数カ月が経っ

た頃で、周りの学生が進む診療科を決めていく中、自分には

それがなかなか見えてこなくて、どうしようかと考えていまし

た。また、それまで打ち込んでいた弓道部を引退して、アウ

トプットしたり自己表現する場が欲しいと思っていました。そ

んなときにインターネットで「NRI学生小論文コンテスト」を
知り、チャレンジしてみようと思ったのです。

─ 論文のテーマはどのように決めたのですか
大学に入学した頃に政権交代があったり、その後、東日本

大震災などがあって、社会問題に関心が強くなりました。中で

も少子高齢化に関心があり、本を読んだりして自分なりに勉

強していました。実際に病院実習で病院が高齢者であふれて

いるのを見て、自分たちの世代がこの問題をしっかり考えなく

てはいけないと思い、論文のテーマに選びました。

─ 病院実習をしながら論文を書くのは大変だったのでは？
時間の合間を見つけて2、3カ月かけて書きました。文章

を書くことは得意ではなかったのですが、問題に対するアプ

ローチを考えて論文の構成を練る過程や、テーマに対して調

べ物をしたり、知らなかった知識を得たり、使えそうな資料

を見つけること自体がとても楽しく感じました。自分はこう

いうことが好きなんだと気が付きました。

─ 受賞された後、医師の道から国家公務員の道に方向転換
することを決めたのはどうしてですか
少子高齢化に対する自分の問題意識をまとめた論文がコ

ンテストで評価されたことは、私にとって少なからず自信にな

り、真剣にこういう仕事ができないかと考えるようになった

のです。いろいろと調べるうちに、社会問題に対して現状分

析を行い、アプローチを考えていく政策の企画立案の仕事に

強くひかれ、一念発起して国家公務員試験に挑戦することに

したのです。

─ 迷いはありませんでしたか？　
国家公務員試験を目指すことは自分にとってのスキルアッ

プになると思いましたし、どこまで自分が評価されるのか

チャレンジしてみたいという気持ちもありました。病院実習

の合間にコツコツ勉強して、受験に臨み、幸い合格すること

「NRI学生小論文コンテ
ストに入賞して」
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─ 舛田さんが受賞されたのは高校2年生のときでしたが、ど
ういったきっかけで応募されたのですか
私はもともと文章を書くことが好きで、中高一貫の女子校

でごく普通の高校生活を送りながらも、「自分の好きなこと

で何か形を残したい」という思いを持っていました。インター

ネットで本コンテストを知り、過去の受賞作品を読んで、「私

も自分の考えを文章に表現してみたい」と思ったのです。テー

マには「子供が社会にもっと興味を持つにはどうしたら良い

か」という問題意識をベースに、“小・中学生向けの週刊誌を

作る”という提案をまとめました。

─ 論文発表会や表彰式などに参加して、いかがでしたか
論文発表会でプレゼンやディスカッションを初めて経験

し、大きな刺激を受けました。特に、NRI社員の皆さんや受
賞者であるOB・OGの方とのディスカッションでは、論文の
内容について鋭く質問されたり、いろいろな意見をいただい

て、自分の視野の狭さや考えの甘さに気づかされました。そ

のディスカッションで同じグループにいた、受賞OBの慶應義
塾大学SFC（湘南藤沢キャンパス）の大学院生の方に、｢社会
に対する子供の興味を全体的に上げていくには、やはり教育

が大事」と指摘されました。論文発表会の後しばらくして、そ

の方が研究で参加している『よのなか科』という中学生対象

の対話型授業を見学させてもらい、大変興味を持ちました。

─ 受賞がきっかけになって行動が広がっていったのですね
行動的な自分に変わっていったと思います。その後も『高

校生新聞』の高校生記者として活動したり、世代を越えた対

話活動を行っている『こどなひろば』という高校生主催の学

生団体にも参加しました。進路については慶應SFCに強く
魅かれ、AO入試に挑戦して合格することができました。　
─ 大学に入学されて、1年目はどんな年でしたか
実は、昨年は友人の薦めで『ミス慶應SFCコンテスト』

にエントリーし、ファイナリストに選ばれるという経験をしま

した。学外の大きいイベントにも参加して忙しい日々を送り

ましたが、新しい世界を垣間見ることができて、楽しかったで

す。最近改めて感じているのは、慶應SFCは自分から行動
を起こして求めて行かなくては何も得られないところだ、と

いうことです。4月からは2年生になりますので、まず勉強の
面では自分の関心を掘り下げて、ゼミも決めたいと思ってい

ます。また、所属しているサークル ｢慶應アナウンス局」で

幹部を務める予定なので、そちらも頑張っていくつもりです。

─ 最後に、現役高校生にメッセージをいただけますか
私はこの「NRI学生小論文コンテスト」に応募したことで、

いろいろな方との出会いやチャンスに恵まれ、自分では思っ

てもいなかった方向へ自分が変わっていくきっかけを得まし

た。論文を書くことで、「考えることの大切さ」を感じるとと

もに、「考えても分からないことがたくさんある」ことにも気

づかされましたし、その「分からないことを知りたい」という

思いが、次の行動につながって行ったと思います。皆さんも、

今の自分の精一杯の力を「考える」ことに注いで、ぜひ応募し

てみてください。

　「今どきの若い子たちは」という言葉を年

配の方が口にしているのをよく耳にする。し

かしこれは、今若者たちに向けて言っている

方々自身も言われてきた言葉に違いない。な

んと平安時代から言われてきた言葉だからだ。

あの有名な枕草子で清少納言は、『何事を言

ひても、「その事させんとす」「言はんとす」「何

とせんとす」と言ふ「と」文字を失ひて、ただ

「言はむずる」「里へ出でんずる」など言へば、

やがていとわろし』とその時代の人々の言葉

の乱れを嘆いているが、きっと清少納言自身

も文学以外では言われたことのある言葉であ

ろう。

　ではいつの時代が正しかったのかと言えば、

正しい時代など定義できない。だが、遠い昔

からずっと変わらず伝わり、自然と日本人に

染みついている文化と教訓は正しいと言える

のではないだろうか。「今どきの若い子たち

は」と言っている人が現代にもいるということは、

きちんと時代が移り変わっている証拠ではな

いかと考える。平安時代を生きた人々が私た

ちの生きる現代社会の抱える問題を予想で

きなかったように、次世代の子供たちが生き

ていく世の中では、私たちが予想もできない

新しい問題がたくさん発生するであろう。未

知の世界に進むことは怖く、心配なことであ

る。しかし歴史がどんどん積み重なり、その

中で生まれる教訓によって私たちの生活は成

子どもたちが世の中への興味、関心を持てるように、
子ども向け週刊誌を発行するという筆者の意欲が、
審査委員の応援したい気持ちを呼びました。
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